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北 海 道 旅 行 の 感 想

一 特 に 林 木 育 種 の 観 点 か ら見 て 一

昭和46年11月4日

外国人流動研究員 玄 信 圭

1.北 海道に知ける造林の現況

昭和45年 迄の北海道に於ける総人工造林

面 積864.000町 歩 の 内 訳は 次 の表 の通9で あ る。

※ 先00に な らぬ のは 統 計 数 値 の誤 記 だ と思 料 さ れ る。

(北 海 道 の 林業1970よD)

上 の 表 に よつ て、 次 の ことが 知 られ る。

1)北 海 道 の 人 工 造 林 面 積 に於 いて エ ゾ、 ト ドマ ツ と ニ ホ ン カ ラマ ツと の造 林 面 積 が相 匹 敵

して い る 。

2)エ ゾ、 ト ドマ ツの造 林 は、 主 と して 国 有 林 で 行 わ れ る に対 し、 ニ ホ ン カ ラ マ ツの造 林 は

主 と して 民有 林 で 行 わ れ て い る。

5)国 有 林 に 於 け る エ ゾ、 ト ドマ ツの 天 然 林 は漸 次 伐採 利 用 され て 居9、 所 謂極 盛 相 を呈 す

る エ ゾ、 ト ドマ ツの 天然 林 は漸 次 減 少 しつ Σある。

4)北 海 道 立 林 産 試験 場 木 材 部長 談 に よれ ば、 民 有 林 に 於 け る ニ ホ ン カ ラ マ ツ偏重 造 林 傾 向

は 今後 共 引続 くとの こ とで、 そ の理 由 は、 ニ ホ ン カ ラマ ツが エ ゾ、 ト ドマ ツに 比 べ て幼 時

及壮 令 時 の生 長 が速 く、 収 穫 が 速 く出来 る とい うこと に魅 力 を持 つ た め で あ9、 即 ち、 ニ

ホ ン カ ラマ ツは植 栽 後15年 で平 均胸 高直 径16Clu、 樹 高14mに 達 して間 伐 木 を生 産 し

得 る と共 に50～55年 生 で、 平 均 胸 高 主 径22cm、 樹 高24m程 度 に な る と の こ と で あ



る。 即 ち、 昭和44年 度 に 於 け る 北 海道 の カ ラマ ヅ伐採 量 は438,000㎡ に 達 し、 そ の

i9%が 末 口senL■ 下 の 間 伐 材、9～16em(末 口)材 が52%、18～22躍 材 が22

%、24cm以 上 材 が7%で あ り、 そ の 利 用状 態 は、 製 材 隠に50%、 電 柱 用に5%、 杭 木

用 に27%、 ク イ丸 太 購 に5%、 足 場 丸 太 用に4%、 パ ル ブ チ ヅ ブ 用 に32%、 其 他 壌%

と なつ て 居9、 街 又、 最 近 は ダ ンネ ー-9"材、 パ レ ツ ト材 、 製 カ ン材、 等 小 径 材 の 新 用途 が

開 発 され て い る との こ とで あ るゆ

5)カ ラ マ ツ造 林 面 積 の 拡 大 に よ る将 来 カ ラマ ツ材 生 産 増 大 を通 透 して 、 カ ラマ ツ材 の利 用

に 関す る研 究 が 盛 ん に 行 わ れ て 居 り(道 立 林 産 試 験 場)そ の 成 果 を挙 げ つ Σあ る。

6)北 海 道 に於 け る ニ ホ ン カ ラマ ヅ造 林 地 に大 害 を及 ぼす 鼠 害 に対 して は、 既 に東 大 演 習 林

及 北 海 道 林 業 試 験 場 にて 、 グイ マ ツ と 轟 ホ ン カ ラマ ツと の雑 種 が 開 発 さ れ、 両親 樹 種 の 種

苗 混 植 に よ る一一代雑 種 採 種 園 に於 て 、 グ イ マ ツ母 樹 よ960～8o%の 一代 雑 種 々子 が得

られ る ことが 究 明 され てお り、 この雑 種 利 用 に 大曙 光 を与 へ て、 今 後北 海 道 に 於 け る 人 工

造 林 に大 に活 用 され る もの と 見 られ た。 唯、 幼 時 の 生長 が平 均 して ニ ホ ン カ ラマ ツ に及 は

ぬ と共 に落 葉 病 に対 しユ ホ ン カ ラマ ツに 比 べ て や 、感 受 性 が 高 い こ とが 欠 点 とさ れ て い る

が、 これ は 今 後採 種 園 用 両 親 樹 種 の 母 樹 の選 抜 に よ9解 決 し得 る 問 題 と解 され た 。

7)一 方 自生 樹 種 で ある エ ゾ マ ツ と トドマ ヅ に対 して は 最 近 林 業 試 験 場 北 海 道 支 場(松 浦 尭

氏)に 於 て ト 討マ ツの 系 統 分 化 に 関 す る研 究 が 行 われ、 北 海 道 の ト5'マ ツは 佐 呂間 地 方 が

そ の 生 育 の 中 心 で あ り、 そ れ よ9各 方 面 に分 化 して行 つ た こと をZymographyに よ り究

明 して 、 地 域 的 に トドマ ヅの遺 伝 的 構 成が 同 ・一で な い こ とが 示 され て居 り、 又、 北 海 道 林

木 育種 場 では、 ト ドマ ツの産 地 に よP耐 寒 力 に差 異 が ある こと を試 験 に よ9て 認 め て 居9

且 又、 北 海 道 林 業 試 験 場 で は ト ドマ ツの産 地 試 験 に着 手 して居 る。

8)外 来 樹 種 の適 応 性 につ い て は、 東 大 演習 林 で、 な が年 の間 試験 結果 、 ス トu一 プ松 の み

が、 土 地 に対 す る要 求 度 が 少 く、 最 も有望 な もの とさ れ て い る。

2.林 木 育種 上 今 後推 進 して 望 ま しい事

上 記 の 与件 の下 に 次 の よ うな試 験研 究 が 今 後 北 海 道 に於 け る 造 林 事 業 の た め貢 献 す る もの

と想 定 され る。

A.エ ゾ、 トドvツ に 対 し

℃ エゾ、ト ドマ ツ源 生 林(極 盛 相 に達 した 天 然 林)の 内地 域 別及 立 地 別(不 良 立地 を含 む)

に代 表的 林 分(面 積5町 歩 以上)を 最 少200個 所 選 定 し、 これ ら を遣 伝 子 保 存 林 と し

て特 甥 に保 護 す る。

2)九 大北 海 道 演 習 林 、 道 内 各 林業 試験 場 及 林 木 育 種場 との 協 同 で、 次 の よ うな研 究 を進



め る。

a.エ ゾマ ツ及 ト ドマ ツの遣 伝 子 保 存 園 の 設置

前 項1)で 選 定 さ れ た エ ゾマ ツ及 ト ドマ ツの遺 伝 子 保存 林 は、 山 火、 暴 風 等 の 不意

の 災 害 に さ らさ れ て い る と共 に、 育 種 資料 と して 利 用 に 不 便 で あ る か ら、 各遺 伝 子 保

存 林 分 か らエ ゾマ ツ及 ト ドマ ツの 最上 表 現型 を選 び 出 す と共 に、 其 の 外 に 両 樹 種 共

atRandomに24本 宛 、 合計25本 宛 の母 樹 を選 び、 これ らを 接 木 して・ 遺 伝 子

保 存 園 を設置 す る。 この 際 各 母 樹 の 諸形 質 及環 境 条 件 に対 し、 詳 し く調 査記 録 す る を

要 す 。

b.上 記 各 最上 表現 型 に対 して はそ れぞ れ の林 分 に対 す るFamilyAnalysisと

Clonetestと に よ9、 そ のGenotypeの 優 劣 を検 定 し、 優 良Genotypeと 認

め られ た もの を地 域 別採 種 園 の母 樹 と して 提 供 す る。

c.以 上 に よる 優 良Genotypeを 二 群 に 分 ちSinglePairMatingに よる

Progenytestを 行 い、 そ のFull・-sibProgeny中 で 最 優秀 表現 型 を選 ん て、

次代 採 種 園 の母 樹 と して提 供す る よ うにす る。(但 エ ゾマ ツは 長 日処 理 と温度 調節 等

に よ9-一一(kEで山 出 しす る ことが 出 来 る)

d.今 後 各 種形 質 即 ち耐寒、 耐 乾 、 耐瘡、 耐 湿 、 耐 風 、 耐 病 虫性 等 々の 育 種 資料 を提供

す る。

e.尚 、 上 記 遺伝 子 保 存 林 中、 代 表 的 地域 に位 置 し、 且つ 優良 で ある20個 所 内 外 の 林

分 を選 び、 そ れ ら林 分 の上 層 木 か ら樹種 別 に10本 宛 の 母 樹 を選 び 母 樹 別 に採 種 し、

これ らを 以 て エ ゾマ ツ と ト ドマ ツの 産地 試 験 を 設置 す る 。

即 ち産 地 試験 地 は地 域 別 に 設置 し、 地 域 適 応 力 の最 大 な産地 を 見 付 け る。

B.カ ラ マ ツ に 対 し

1)ニ ホ ン カ ラマ ツの産 地 試 験 を地 域 別 に 設置 す る。

産地 に よ9生 長 力 は勿 論 、 耐 病、 耐 鼠性 に変 異 が ある こ とが 期 待 さ れ る の で(例.

P.taedaの 場 合、 北部 及 西 部 産 ほ どCronantiumfusiformeに 対 す る 耐 病性

が 大 で あ る)、 北海 道 の主 要 地 域 に 於 て、 適 応 力 の最 大 な 種子 産 地 を見付 け る 。

註:ニ ホ ン カ ラマ ツ産 地 試 験 は欧 米 各 国 で行 わ れ て い る が、 国 内 で は 本 格 的 産 地 試

験 が ま だ着 手 さ れ て い な い(ア メ リ カで19個 所、 欧 洲 で15個 所 で 行 わ れ て

い る。)。

以 上


